


１．研究背景・目的

２．研究内容と研究成果

３．達成目標と達成状況

担当研究機関：農研機構果樹茶業研究部門、
山形県農業総合研究センター園芸農業研究所、新潟県農業総合研究所園芸研究センター、
山梨県果樹試験場、長野県果樹試験場、
愛知県農業総合試験場、香川県農業試験場府中果樹研究所、
愛媛県農林水産研究所果樹研究センター、福岡県農林業総合試験場

「シャインマスカット」の未開花症の発生状況に関
する調査は、これまで単一県内でなされたものが多く、
発生園地で共通する要因も観察されていない。これま
での調査では、発生実態は明らかでなく、発生要因の
十分な解明に至っていない。
各県の「シャインマスカット」生産地域の未開花症

重症圃場および近隣の未発生圃場において、発生状況、
栽培条件の調査・比較を行って異同を明らかにした上
で発生要因を特定する必要がある。

対象品目：ブドウ

全国での未開花症の発生状況の調査を行う。また参画
各県において重症園および近隣の未発生園を複数選定し、
発生部位の温度、地温、土壌水分を計測する。さらに未
開花症重症園地と近隣の未発生園地において、樹体の花
穂や葉等の無機成分等を分析するとともに、葉の元素濃
度の推移や樹体の炭水化物を調査する。

透水係数の比較

中課題１ 未開花症発生実態に基づく発生要因の解明
【研究概要及び成果】

令和５年度補正予算「シャインマスカット未開花症緊急対策」

全国での未開花症発生実態を明らかにする。また
参画県の「シャインマスカット」生産地域の未開花
症重症圃場および未発生圃場において、発生状況、
栽培環境条件の調査・比較を行って異同を明らかに
する。さらに気象要因が関わる可能性から、発生部
位の温度ならびに地温の推移を明らかにする。

達成目標 達成状況
全国での未開花症発生状況、および各担当

機関の県の生産圃場における未開花症発生状
況の調査結果が得られた。また栽培環境条件
について、重症園において土壌水分や気相率
など未開花症発生要因を解析するためのデー
タを得られ、未開花症の要因の可能性がある
項目の提示に至った。

未開花症発生要因の解明

未開花症発生要因
・環境条件
・栽培条件

？

研究内容

研究成果
全国の都道府県の約半数で未開花症の発生が確認され、

限られた地域ではあるが発生による影響が出ていること
が明らかとなった。
未開花症発生園地・樹において細は、根の量が少ない

こと、重症園では透水性が悪いこと、発生園では気相率
が低いこと、また展葉3～4枚期前の花芽分化時期に雄蕊
の形態異常が発生していることが明らかとなった。

未発生園

発生園

気相率の比較




